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沖縄刑務所×琉球⼤学法科⼤学院
覚書の締結

（2026年3月18日）



覚書の内容

① 琉⼤⽣の

アイディアを活かした

刑務所作業製品の

制作

② 受刑者への

無料法律相談の

提供

③ 障がいをもつ

受刑者への

プログラムの作成



①琉⼤⽣のアイディアを活かした
刑務作業製品の制作

私達の思い︓
琉⼤らしさを活かしながら

人権に関するメッセージを製品にのせたい



琉球⼤学

世界でも
類を⾒ない

⼤学執⾏部、
部局⻑が

顔をそろえた
性の多様性

尊重の
ポスターを

作成



琉球⼤学法科⼤学院

日本で唯一「性の多様性の尊重」を宣言



①琉⼤⽣のアイディアを活かした
刑務作業製品の制作

私達の思い︓
琉⼤らしさを活かしながら

人権に関するメッセージを製品にのせたい

性の多様性の尊重をきっかけに
様々な人の人権を考えてもらう

製品を作ろう︕︕

全国初の
試み！！



第1回ミーティング（5月19日）



第1回ミーティング
（5月19日）

刑務所×琉⼤ お互いを知る



第2回ミーティング（5月19日）
刑務所作業製品の意義について学ぶ



7月7日 ゼミ

改めて琉⼤⽣が
性の多様性の尊重について
学ぶ



第3回ミーティング（7月14日）
製品のアイディアに関する
思いを語るプレゼン⼤会



第4回ミーティング（7月22日）
思いを製品化する方法を学ぶ



日本初となる「性の多様性の尊重」（＝人権尊重）という
メッセージを乗せた刑務作業製品を
受刑者に作成してもらうことの意義

社会に向けて

• 「性の多様性の尊重」について知ってほ
しい

• こういう製品を作ってくれる刑務所、受
刑者がいることを知ってほしい

• 「人権尊重」のメッセージをのせた本製
品をきっかけに刑務所についても知って
ほしい

• 「人権尊重」のメッセージをのせた本製
品をきっかけに受刑者の社会復帰につい
ても知ってほしい

刑務所に向けて

• 社会にも、受刑者にも、職員にも様々な
セクシュアリティの人がいることを知っ
てほしい

• 「性の多様性の尊重」を通じて、自分達
を含む様々な人の人権について思いをは
せてほしい



②受刑者への無料法律相談の提供
【沖縄刑務所の状況】
〇受刑者は様々な法的問題を
抱えている
例︓借⾦、離婚、⼦ども

被害者への損害賠償
〇受刑中に相談する必要性
〇相談の場がない
※受刑者にも法律相談が

必要という思い

【琉球⼤学法科⼤学院の状況】
〇地域貢献という使命
（地域に支えられてきた）
〇学生が参加する
無料法律相談の実績
＝臨床教育の場
（那覇市、浦添市、北⾕町、
プライドイベント、離島etc.）

※刑事政策・被害者学の
研究の蓄積

全国初の
試み！！



無料法律相談の実績 in ピンクドットおきなわ



無料法律相談の実績 in なは⼥性センター



無料法律相談の実績 in 北⾕町役場



③障がいをもつ受刑者への
プログラムの提供

（with
琉球⼤学ヒューマンライツセンター）

背景
拘禁刑の開始に伴う
「福祉的支援課程（DM）」の
創設
琉球⼤学チームを結成予定



日本初の試みを含む
沖縄刑務所×琉球⼤学法科⼤学院の

人権を尊重し、地域貢献となる
コラボレーションを

積極的に⾏っていきたい

沖縄刑務所×琉球⼤学コラボレーションも︕


